


《施工手順》
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①貫通開口部の設定

配管サイズ、本数、 占積率を考慮 して貫通開口部を設けてく ださい。

*「Sウォ＿ル」は吉野石膏株式会社の商標です。
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〈注意〉消防共住区画評定 に おけ る住戸と住戸間の貫通の場合、 開口部ピッチAは、
それぞれの貫通穴の面積を円に換算し、 大き いほうの円の直径以上（当該換
算した直径が200rrn以下の場合は双加I以上）あける必要があります。

く壁貫通＞ ， ＜床員通＞ 貫通開口部

三＼二
〈図1〉貫通開口部の設定

〈注意〉開口面積はそれぞれの国土交通大臣認定・消防評定 の 開ロサイズ以下にな
るように貫通開口部を設けてください。

〈注意〉複数同時貫通の時は、必ず10mmピッチ以上 になるように占積率を考慮の上
開口してください。

〈注意〉丸穴の場合は隙間がlllnm以上になるようにして、占積率を考慮の上、開口してください。
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〈図1-1〉耐火プラグS設置位置

②配管の設置
配管の設置を行い、支持·固定してください。
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〈図2〉配管の設置

③耐火プラグSの巻き付け
耐火プラグSを配管に対して巻き付けてアルミテープ部分を貼り付けて固定してください。

〈注意〉このとき、耐火プラグSと配管との間に躙間が無いように気を付けてください。
〈注意〉耐火プラグSに印字されている巻き付け配管径目安ラインを参考にしてください。
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〈注惹〉このとき、謀ざ合Lり沈囁間が生じないように注意してください。
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〈図3〉耐火プラグSの巻き付け

④耐火プラグSのスライド
耐火プラグS の端面を 壁面・床上面に面ー になるように配管に沿わせて

スライ ドさせてください。
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’ ※内管がケーブルの場合は、 耐火ブラグSの後端から西面訊立置に
＇ 

＇ 
マーキングをおこない、 マーキングが床面と同一面になるように

， 
昧面から勾面Rび出すように）スライドさせてください。
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〈図4〉耐火プラグSのスライド

①貫通開口部の設定（中空壁·片壁 ・ 中空床共通）
配管サイズ、本数、占積率を考應して貫通開口部を設けてください。

〈注意〉貫通させる配管外径に氾面（中空壁）、4～沿而併壁）、86~沿間（中空床）加えた値を開口径とします。

〈園1〉貫通開口部の設定

消防共住区画評定
における住戸と住戸
間の貫通の場合は、
開 口 部ピッチAを
200mm以上あける
必要があります。
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中空壁 片壁 中空床

②配管の設置（中空壁） ②配管の設置（片壁） ②配管の設置（中空床）
配管の設置を行い、開口穴の 配管の設置を行い、開口穴の 配管の設置を行い、開口穴の
縁から1Clnn離れるように支持· 縁から2~10mn離れるように支 縁から4.3~1伽n離れるように
固定してください。 持·固定してください。 支持·固定してください。

〈図2〉配管の設置（中空壁） 〈図2〉配管の設置（片壁） 〈図2〉配管の設置（中空床）
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⑤埋め戻し
貫通開口部と配管の隙間に 100mm以上モルタルで埋め戻してください。
埋め戻し部に隙間が無いことを確認してください。なお、床貫通の場合
はあて板をあて、モルタルで埋め戻してください。乾燥後はあて板を取
り外してください。
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③耐火プラグSの巻き付け（中空壁 ・ 片壁·中空床共通）
耐火プラグSを配管に対して巻き付けてアルミテー プ部分を貼りつけて固定してください。

〈注意〉この と き、耐火プラグSと配管との間に隙間ができ ないように注意してください。
〈注意〉 耐火プラグSに印字されてい る巻き付け配管径目安ラインを参考にしてください。

〈図3〉耐火プラグSの
巻き付け ヽ姿、霞斜

④耐火プラグSのスライド
（中空壁 ・ 片壁·中空床共通）
耐火プラグS の端面を 壁面に面ー にな
るように配管に沿わせてスライドさせて
ください。

⑤埋め戻し（中空壁 ）
貫通開口部と配管の隙間に、壁 表面の
両側から25mm以上シリコ ーンシーラント
で埋め戻しをしてください。

埋め戻し部に隙間が無いことを確認し
てください。

⑤埋め戻し（片壁）
貫通開口部と配管の隙間に、壁 表面から
42mm以上シリコ ーンシーラントで埋め戻
しをしてください。
埋め戻し部に隙間が無いことを確認し
てください。

⑤埋め戻し（中空床）
貫通開口部と配管の隙間に、床上部表
面から24.5nm以上、床下部表面から25mm
以上シリコ ーンシーラントで埋め戻しを
してください。
埋め戻し部に隙間が無いことを確認し
てください。

〈図5〉埋め戻し
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二〈図5〉埋

め

戻し（中空床）
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